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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第54期

第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 25,784 22,513 48,354

経常利益 (百万円) 4,382 2,437 8,470

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,003 1,621 3,645

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,054 1,211 6,443

純資産額 (百万円) 96,309 98,791 98,179

総資産額 (百万円) 123,428 125,571 126,987

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 87.78 47.40 106.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.9 78.5 77.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,903 △1,671 △1,956

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,204 △828 2,287

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △994 △827 △1,966

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 12,458 9,814 13,164
 

　

回次
第54期

第２四半期
連結会計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 70.54 5.81
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における経済の動向は、米国では雇用改善による個人消費の拡大が鮮明になり、設備

投資もプラスに転じるなど拡大基調が続いており、欧州経済も原油安や金融緩和の継続を受けて堅調に回復してい

ます。一方、中国においては不動産市況の低迷や株式市場の急落など景気の減速傾向が続いており、他の新興国経

済も総じて成長ペースが鈍化しています。わが国では個人消費に力強さが欠けるものの、好調な企業収益を背景に

設備投資が回復するなど、景気は緩やかな拡大基調となっています。

　このような経済情勢の中、当社グループは国内外ユーザーの様々なニーズを捉え、市場に適合した新機種の開発

と産地に密着した提案型の営業活動に注力いたしました。

セグメントの業績は、次のとおりです。なお、各セグメントの営業利益は、各報告セグメントのセグメント利益

と一致しています。（「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）セグメント情

報」をご参照下さい。）

当社のコア・ビジネスである横編機事業では、アジアの大量生産型市場において、大口投資が続いた前年同期に

比べるとペースダウンしたものの、バングラデシュやＡＳＥＡＮ諸国ではコストパフォーマンスに優れた「ＳＳ

Ｒ」や、さらに生産効率を高めた「ＳＶＲ」を中心に販売が進みました。また、中国市場ではアパレル消費需要は

拡大しているものの、製品輸出の減少や人件費の上昇によりニットメーカーの事業環境は厳しさを増しており、設

備投資は減少しました。中東のトルコでは近年の調整段階を脱し、設備投資の回復傾向が見られるようになり、

「ＳＶＲ」の売上が伸長しました。

　先進国市場に対しては各地で個展を開催し、世界で初めて可動型シンカー装置を搭載した４枚ベッドのホール

ガーメント®横編機の新製品「ＭＡＣＨ２ＸＳ」とデザインシステム「ＳＤＳ－ＯＮＥ　ＡＰＥＸ３」の連携によ

る革新的な消費地型生産体制の提案活動を展開しました。この結果、消費地において付加価値の高い商品開発と国

内生産によるクイックレスポンス体制に活路を見出す動きが広がり、ボリュームは小さいながらもホールガーメン

ト®横編機の販売が増加しました。

　国内市場では、新製品「ＭＡＣＨ２ＸＳ」の採用は進みましたが、全体としてコンピュータ横編機の設備投資は

低調となりました。

　これらにより、横編機事業全体では、売上高は163億82百万円（前年同四半期比18.5％減）、営業利益は36億40

百万円（前年同四半期比21.6％減）となりました。

　デザインシステム関連事業においては、近年、幅広い業界に販路が広がったことで売上高も拡大基調が続いてお

り、主力製品の「ＳＤＳ－ＯＮＥ　ＡＰＥＸ３」は国内市場、海外市場ともに売上が増加しました。また、自動裁

断機「Ｐ－ＣＡＭ」については、アパレル縫製業界のみならず自動車内装部品、炭素繊維などの産業資材関連向け

に引き続き売上が拡大しました。この結果、事業全体の売上高は18億21百万円（前年同四半期比17.0％増）、営業

利益は３億96百万円（前年同四半期比4.8％増）となりました。
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手袋靴下編機事業は、近年、当社製品の安定性や耐久性、生産商品の品質の良さが見直され、国内外の大手メー

カーからの受注は回復基調にありましたが、今期に入り減速し、売上高は９億54百万円（前年同四半期比19.4％

減）、営業利益は１億66百万円（前年同四半期比34.9％減）となりました。

　その他の事業につきましては部品や紡毛糸の販売が順調に推移し、売上高は33億54百万円（前年同四半期比

14.0％増）、営業利益は４億14百万円（前年同四半期比21.6％増）となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間全体の売上高は225億13百万円（前年同四半期比12.7％減）となりま

した。利益面におきましては、売上総利益率は改善したものの貸倒引当金繰入額や人件費の増加などで販管費率が

増加し、営業利益は19億92百万円（前年同四半期比34.5％減）となりました。また営業外では前年同四半期に比べ

て為替差益が減少し、経常利益は24億37百万円（前年同四半期比44.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は16億21百万円（前年同四半期比46.0％減）となりました。

＊ホールガーメントは、株式会社島精機製作所の登録商標です。

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の減少などで前連結会計年度末に比べ14億15百万

円減少し、1,255億71百万円となりました。負債合計は支払手形及び買掛金の減少などで前連結会計年度末に比べ20

億27百万円減少し、267億80百万円となりました。また自己資本の額は985億96百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末に比べて1.3ポイント上昇し78.5％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動において、売上債権の増加や法人税等の支払により16億71

百万円の資金の減少（前年同四半期は29億３百万円の資金の減少）となりました。投資活動においては、有形固定

資産の取得による支出などにより８億28百万円の資金の減少（前年同四半期は22億４百万円の資金の増加）となり

ました。

　また、財務活動においては配当金の支払などにより８億27百万円の資金の減少（前年同四半期は９億94百万円の

資金の減少）となりました。この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は、前連結会計年

度末に比べて33億49百万円減少し98億14百万円となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は13億60百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 142,000,000

計 142,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,600,000 36,600,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 36,600,000 36,600,000 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、平成27年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年９月30日 ― 36,600 ― 14,859 ― 21,724
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

和島興産株式会社 和歌山市本町２丁目１番地 2,870 7.84

株式会社紀陽銀行 和歌山市本町１丁目35番地 1,310 3.58

エヌケイ興産株式会社 和歌山市南大工町７番１号 1,150 3.14

島　正博 和歌山市 1,070 2.92

島　三博 和歌山市 1,061 2.90

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 880 2.40

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 797 2.18

合同会社和光 和歌山市吹上４丁目３番33号 780 2.13

シマセイキ社員持株会 和歌山市坂田85番地 707 1.93

株式会社池田泉州銀行 大阪市北区茶屋町18番14号 700 1.91

計 ― 11,326 30.95
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式2,381千株（6.51％）があります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,381,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

34,172,400
341,724 ―

単元未満株式
普通株式

46,000
― ―

発行済株式総数 36,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 341,724 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権３個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社島精機製作所

和歌山市坂田85番地 2,381,600 ― 2,381,600 6.51

計 ― 2,381,600 ― 2,381,600 6.51
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、大手前監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          
 (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 14,512 11,254

  受取手形及び売掛金 52,578 54,907

  有価証券 60 59

  商品及び製品 10,224 10,179

  仕掛品 930 977

  原材料及び貯蔵品 7,521 7,043

  その他 3,572 4,643

  貸倒引当金 △1,295 △1,475

  流動資産合計 88,104 87,589

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,486 5,317

   土地 10,891 10,892

   その他（純額） 3,635 3,605

   有形固定資産合計 20,013 19,816

  無形固定資産   

   のれん 5,040 4,813

   その他 116 110

   無形固定資産合計 5,157 4,923

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,735 7,931

   退職給付に係る資産 650 701

   その他 8,994 8,923

   貸倒引当金 △3,668 △4,314

   投資その他の資産合計 13,711 13,242

  固定資産合計 38,882 37,982

 資産合計 126,987 125,571
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 (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,384 5,285

  短期借入金 6,250 6,250

  未払法人税等 1,859 1,042

  賞与引当金 793 1,081

  債務保証損失引当金 627 508

  その他 4,134 3,963

  流動負債合計 20,050 18,132

 固定負債   

  長期借入金 5,000 5,000

  長期未払金 1,087 1,071

  リース債務 1,071 1,031

  退職給付に係る負債 1,068 1,081

  その他 529 464

  固定負債合計 8,756 8,648

 負債合計 28,807 26,780

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 14,859 14,859

  資本剰余金 21,724 21,724

  利益剰余金 72,975 73,998

  自己株式 △6,906 △6,907

  株主資本合計 102,653 103,675

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 835 747

  土地再評価差額金 △7,004 △7,004

  為替換算調整勘定 1,311 1,007

  退職給付に係る調整累計額 188 170

  その他の包括利益累計額合計 △4,668 △5,078

 新株予約権 180 180

 非支配株主持分 14 14

 純資産合計 98,179 98,791

負債純資産合計 126,987 125,571
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          
 (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 25,784 22,513

売上原価 14,531 12,026

売上総利益 11,252 10,486

販売費及び一般管理費 ※１  8,208 ※１  8,493

営業利益 3,044 1,992

営業外収益   

 受取利息 192 221

 受取配当金 80 120

 為替差益 1,097 141

 その他 139 202

 営業外収益合計 1,510 685

営業外費用   

 支払利息 59 60

 デリバティブ損失 41 -

 貸倒引当金繰入額 - 138

 その他 71 41

 営業外費用合計 172 240

経常利益 4,382 2,437

特別利益   

 投資有価証券売却益 61 146

 特別利益合計 61 146

特別損失   

 固定資産除売却損 11 10

 減損損失 26 -

 特別損失合計 38 10

税金等調整前四半期純利益 4,406 2,573

法人税、住民税及び事業税 1,382 908

法人税等調整額 19 43

法人税等合計 1,402 951

四半期純利益 3,003 1,622

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,003 1,621
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          
 (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 3,003 1,622

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 238 △88

 為替換算調整勘定 829 △304

 退職給付に係る調整額 △17 △17

 その他の包括利益合計 1,050 △410

四半期包括利益 4,054 1,211

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,054 1,211

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          
 (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 4,406 2,573

 減価償却費 777 785

 のれん償却額 191 223

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 252 884

 賞与引当金の増減額（△は減少） 273 289

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △81 △54

 受取利息及び受取配当金 △273 △341

 支払利息 59 60

 為替差損益（△は益） △1,075 △73

 有形固定資産除売却損益（△は益） 11 10

 投資有価証券売却損益（△は益） △61 △146

 減損損失 26 -

 デリバティブ損失 41 -

 売上債権の増減額（△は増加） △8,435 △3,454

 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,121 289

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △459 △532

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,625 △293

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △130 33

 その他 △91 △441

 小計 △822 △186

 利息及び配当金の受取額 260 331

 利息の支払額 △87 △60

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,254 △1,755

 営業活動によるキャッシュ・フロー △2,903 △1,671

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △540 △708

 定期預金の払戻による収入 2,766 919

 有形固定資産の取得による支出 △710 △434

 有形固定資産の売却による収入 12 1

 投資有価証券の取得による支出 △202 △1,003

 投資有価証券の売却による収入 1,210 829

 短期貸付金の純増減額（△は増加） 131 △91

 長期貸付けによる支出 △350 △200

 その他 △111 △140

 投資活動によるキャッシュ・フロー 2,204 △828
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 (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △199 -

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △195 △228

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △598 △598

 財務活動によるキャッシュ・フロー △994 △827

現金及び現金同等物に係る換算差額 332 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,360 △3,349

現金及び現金同等物の期首残高 13,819 13,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  12,458 ※１  9,814
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたしました。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載する方法に変更しております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

税金費用の計算 　海外連結子会社は、税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

取引先に対する債務の保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

販売機械購入資金ローン （47社） 825百万円 （43社） 736百万円

リース債務 （89社） 345百万円 （95社） 357百万円

計 1,170百万円 1,094百万円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

運賃荷造費 752百万円 524百万円

貸倒引当金繰入額 286百万円 641百万円

債務保証損失引当金繰入額 58百万円 ―百万円

従業員給料手当 1,621百万円 1,699百万円

賞与引当金繰入額 331百万円 367百万円

退職給付費用 38百万円 47百万円

研究開発費 1,303百万円 1,360百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定      13,706百万円 11,254百万円

預入期間が３か月を超える定期預金       △1,247百万円 △1,439百万円

現金及び現金同等物      12,458百万円 9,814百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 598 17.50 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 513 15.00 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 598 17.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 513 15.00 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高       

  外部顧客への売上高 20,098 1,557 1,183 22,840 2,943 25,784

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

- - - - - -

計 20,098 1,557 1,183 22,840 2,943 25,784

セグメント利益 4,643 378 255 5,277 340 5,618
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事

業、修理・保守事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 5,277

「その他」の区分の利益 340

全社費用（注） △2,574

四半期連結損益計算書の営業利益 3,044
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高       

  外部顧客への売上高 16,382 1,821 954 19,159 3,354 22,513

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 16,382 1,821 954 19,159 3,354 22,513

セグメント利益 3,640 396 166 4,203 414 4,617
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事

業、修理・保守事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 4,203

「その他」の区分の利益 414

全社費用（注） △2,625

四半期連結損益計算書の営業利益 1,992
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 87円78銭 47円40銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 3,003 1,621

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

3,003 1,621

   普通株式の期中平均株式数(千株) 34,219 34,218

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第55期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当について、平成27年10月30日開催の取締役会にお

いて、平成27年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。　

① 配当金の総額                               　513百万円

② １株当たりの金額                       　    15円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成27年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

株式会社島精機製作所

取締役会  御中

 

大手前監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   大   橋         博   印

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   古   谷   一   郎   印

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   枡   矢         晋   印

 

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社島精機

製作所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社島精機製作所及び連結子会社の平成27年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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